
第３学年【数学科】学習指導案

日 時 2004年６月 29日(火)５校時

生 徒 ３年 B 組（少人数指導）

ルームコース 男８名 女９名 計 17 名

３－B コース 男 8 名 女 9 名 計 17 名

指導者 高橋 修一（３－B コース）

上原 俊博（ルームコース）

１ 単元名 ２次方程式

２ 単元について

(1) 教材観

１次方程式を解く場合は、等式の性質の適用でほぼ十分であった。しかし、２次方程式を解く方法は、

「平方根の考えによる解法」「平方完成による解法」「因数分解による解法」などがあるので、１つの問題

を解くにも適切な方法で解くことを理解させるよい場面になっている。因数分解による方法は、何よりも

手早く解が求められるところがよい点である。単元の最後に平方完成による解法を知らせ、その発展とし

て、生徒の実態に応じて「解の公式」１つでどんな２次方程式でも解けるというよさを知らせたい。

(2) 生徒観

前単元の「多項式」においては、どの生徒も比較的まじめに授業に取り組んできた。多項式の単元テス

トの結果、概ね理解できている。しかし、個々の生徒においては理解するのに時間がかかったり、つまづ

いて不十分の生徒もいる。

(3) 指導観

本単元においては、２次方程式を解く方法は、因数分解による方法と平方根の考え方による方法の大き

く分けて２つある。因数分解による方法では、個々の習熟の度合いによって理解の差がさらに大きくなる

ことが予想される。そこで、授業において、問題に取り組む場面では、教え合いや、個別指導により、個々

に対応し、家庭学習においては生徒の実態に合わせて、ワーク「ABC の数学」の問題に繰り返し取り組

ませることにより定着させたい。

(4) 家庭学習との連携

因数分解の計算は、何回も繰り返せば繰り返すほど、解を早くみつけることができるようになる。また

平方根の考えによる解法についても、授業だけで定着させることは難しいと思われる。そこで、家庭学習

で、教科書の問題（基本・章・巻末）やワーク「ABC の数学」を活用し取り組んでいる。ワークの A 問

題で教科書の補充を、B 問題でさらに定着を図り、C では発展問題に挑戦、と個の習熟に応じて取り組ま

せている。また、単元毎にワークチェック表をノートに貼付し、同じ問題を繰り返し計算することにより

定着を図ってきた。本単元の基礎となる１次方程式の解法や多項式の復習など、補充的な学習も家庭学習

で身につけさせたいと考えている。さらに、平方完成による解法を知らせた時点で、どんな２次方程式で

も解ける「解の公式」を知りたい生徒には指導し、家庭学習で解の公式を使って解く問題にも発展的に取

り組ませたい。

３ 単元の目標

【数学への関心・意欲・態度】

①２次方程式と１次方程式との違いに興味をもつ。

②２次方程式の解法に関心をもち、既習の内容と関連づけて解こうとする。

③２次方程式を用いて、具体的な問題を解決しようとする。

④条件にもとづいて、解の吟味をしようとする。



【数学的な見方や考え方】 
①因数分解や平方根の考えを利用して、２次方程式の解き方を見出すことができる。

②因数分解や平方根の考えによる解き方を使い分けて２次方程式を解くことができる。

③解の吟味の必要性を理解し、解の吟味を行うことができる。

【数学的な表現・処理】

①因数分解を利用して２次方程式を解くことができる。

②２次方程式を平方根の意味に帰着させて解くことができる。

③２次方程式を用いて、具体的な問題を解決しようとする。

【数量、図形などについての知識・理解】

①２次方程式とその解の意味が理解できる。

②因数分解できない２次方程式は、平方完成して解くことができることを知る。

③解の吟味が必要であることを知る。 
４ 単元の指導計画と評価規準 ［10 時間 本時 ②／10］

次 時

間

指導目標 数学への関心・意

欲・態度

数学的な見方や

考え方 
数学的な表現・処

理

数量､図形等につ

いての知識･理解

１ 用語「２次

方程式」と

「解」の意

味

問題により方程

式が２次式にな

る場合があるこ

とに関心をもつ。

２次方程式に数

値を代入して、解

をもとめること

ができる。

用語「２次方程

式」「解」「解くこ

との意味が理解

できる。

１ 因数分解を利用

して２次方程式

を解くことがで

きる

１

１

１

2 次方程

式の解き

方

１ ・２次方程

式 と そ の

解の意味

・２次方程

式 の 解 き

方

・具体的な事象を

通して、２次方程

式及びその解に

関心をもち、自分

なりの方法で解

を求めようとす

る

・平方根の考えや

因数分解を利用

することで、２次

方程式を１次方

程式に帰着させ

て解くことがで

きることに気付

き、その解き方に

具体的な事象の

中から、２次方程

式で表される事

象があることに

気付き、その解の

意味を考察する

ことができる。

・因数分解や平方

根の考えを用い

て２次方程式が

解けることに気

付き、２次方程式

の解き方を考察

することができ

る。 

・簡単な２次方程

式をつくること

ができる。

・２次方程式に値

を代入して、その

数が解であるか

どうか確かめる

ことができる。

・因数分解や平方

根の考えを利用

して、簡単な２次

方程式を解くこ

とができ、その手

順を説明するこ

とができる。

・因数分解や平方

根の考えによる、

簡単な２次方程

式の解き方を理

解している。



関心をもち、２次

方程式を解こう

とする。

2 次方程

式の利用

３ ・２次方程

式の利用

・２次方程式を利

用して、問題を解

決しようとする。

・２次方程式を利

用した問題の解

決で、その解決の

方法が適切であ

ったかどうか振

り返って考える

ことができる。

・簡単な２次方程

式をつくったり、

解を求めたりす

るとともに、その

手順や解の適否

を説明すること

ができる。

・２次方程式を利

用して問題を解

決する手順を理

解している。

章の問題 １

５ 本時の指導

(1) 目 標

・ 因数分解を利用して２次方程式を解くことができる。（表現・処理）

(2) 本時の評価の観点と具体の評価規準

評価の観点 A 十分満足できる B おおむね満足できる C 努力を要する生徒への手だて

表現・処理

ｘの係数と、定数項に着目し、

因数分解できる。

各々の因数が０となるｘの値

を求めることができる。

因数分解できる。

因数分解により、解を求

めることができる。

個別指導や教え合いにより、因数

分解ができるようにする。場合に

よっては面積図で考えさせる。

(3) 展 開

段階 学習活動及び内容・予想される生徒の反応等 支援・評価・留意事項・教具等

導

入

５分

１ 既習事項の復習

・因数分解による解き方の導入問題（1 次方程式）

を解く(４問)
２ 本時の学習課題の設定

2 次方程式ｘ
2
―６ｘ＋５＝０の解き方を考えよう

１ フラッシュカードを使い短時間で復習

◇挙手、発表、反応

・積が０となる場合、因数の中の少なくとも

１つは必ず０となることをおさえておきたい

展

３ 解き方の見通しをもつ

・ ｘに適当な数を代入して解を求める方法

・ 因数分解による方法→発表

・ 平方根の考えによる方法

・ 完全平方式をつくる方法

４ （Ａ）×（B）＝０ のとき A=０または B=０
となることを考え、発表、ノートにまとめる

◎何も思いつかない生徒には個別指導や、生徒

相互の話し合い（教え合い）で考えさせたい。

◇机間巡視、教え合い、ノート、挙手、発表

平方根による解法や平方完成による解法は

後日、詳しく学習することを確認する。

４ 数学用語の「または」の意味を知らせる。



開

42
分

５ 適用問題（教科書 P55、問１） 
・発表

６ 因数分解により 2 次方程式を解く 
適用問題（教科書 P56、問２）を解く 
・発表

７ 早く終わった人は、フラッシュカードに作問

・生徒が出題した問題をみんなで答える。

・発表

５・６ ③の問題では（Ａ）（Ｂ）＝０という

式を意識して扱いたい。

◇机間巡視、教え合い、ノート、挙手、発表

◎早く終わった人は、①周囲でわからない人が

いたら解き方を教える。②ワーク（ABC の

数学）の同内容の問題を解く。③作問

◇挙手、発表

終

末

３分

８ 本時のまとめ

９ 次時の予告と家庭学習の提示 ９ 教科書 P61 基本の問題２（8 問） 
◎ ワーク（ABC の数学 P40）


